
　

本
市
の
水
道
料
金
は
、
平
成
２
０
年
に
料
金
単
価
を
統
一
し
て
以
降
、
14
年
間
現
行
料
金
を
据
え
置
い
て
き
ま
し
た
が
、

将
来
に
わ
た
っ
て
安
全
・
安
心
な
水
道
水
を
お
届
け
す
る
た
め
、
こ
の
た
び
、
水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
ご
負
担
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
今
後
と
も
効
率
的
な
事
業
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
下
水
道
使
用
料
の
改
定
は
今
回
あ
り
ま
せ
ん
）

　

本
市
水
道
事
業
が
厳
し
い
経
営
環
境
に
置
か

れ
て
い
る
中
、
市
で
は
昨
年
３
月
、
安
定
し
た

経
営
継
続
に
向
け
て
、
今
後
10
年
間
の
経
営
計

画
で
あ
る
「
経
営
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
健
全
経
営
化
の
取
組
を
進
め
る

た
め
、
減
収
が
続
く
水
道
料
金
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
市
の
諮
問
機
関
で
あ
る
上
下
水
道
事
業

審
議
会
へ
諮
問
を
行
い
意
見
を
求
め
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
市
が
示
し
た
改
定
方
針
な
ど

を
基
に
審
議
が
行
わ
れ
、「
将
来
に
わ
た
っ
て

安
定
し
た
経
営
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
水
道

料
金
改
定
は
や
む
を
得
な
い
」
と
の
答
申
の
提

出
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
料
金
改
定

実
施
の
経
営
判
断
に
至
り
、
本
年
３
月
、 

「
給

水
条
例
」
改
正
案
が
市
議
会
で
議
決
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
水
道
料
金
を
改
定
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

水
道
料
金
改
定
に
関
す
る
詳
し
い
情
報
は
、

別
冊
の
Ｑ
＆
Ａ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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節
水
機
器
の
普
及
や
、
合
併
以
降
進
ん
だ
人

口
減
少
に
よ
り
、
水
道
料
金
収
入
は
減
少
傾
向

と
な
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
高
度
経
済
成
長

期
に
整
備
し
た
水
道
管
を
は
じ
め
と
す
る
水
道

施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
、
修
繕
・
更
新
費
用
が

か
さ
ん
で
い
る
こ
と
が
、
本
市
水
道
事
業
の
経

営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
事
業
経
営
の
効
率
化
を
図
り
、

人
件
費
や
維
持
管
理
費
の
削
減
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
今
後
も
一
層
厳
し
い
経
営
環
境

に
置
か
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
こ
で
水
道
料
金
を
改
定
し
な

け
れ
ば
、
こ
れ
ら
老
朽
施
設
の
更
新
や
、
地
震

や
災
害
に
備
え
た
水
道
管
や
浄
水
施
設
な
ど
の

耐
震
・
強
靭
化
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

平
均
改
定
率
10
％

　

新
料
金
適
用
後
の
４
年
間
で
平
均
10
％
の

増
収
を
見
込
ん
で
、
基
本
料
金
、
従
量
料
金

単
価
を
値
上
げ
し
ま
す
。

基
本
水
量
の
廃
止

　

こ
れ
ま
で
基
本
料
金
に
含
ま
れ
て
い
た

２
ヶ
月
で
20
㎥
ま
で
の
基
本
水
量
を
廃
止
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
負
担
の
公
平
性
を
確

保
し
ま
す
。

調
整
単
価
の
導
入

　

基
本
水
量
廃
止
に
よ
る
大
幅
な
値
上
げ
を

抑
制
す
る
た
め
、
口
径
40
㎜
ま
で
の
料
金
に

調
整
単
価
を
導
入
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

使
用
水
量
の
少
な
い
人
の
料
金
引
き
上
げ
幅

を
抑
制
し
ま
す
。

料
金
算
定
期
間
の
変
更

　

使
用
期
間
が
２
カ
月
に
満
た
な
い
場
合
の

料
金
計
算
は
、
こ
れ
ま
で
半
月
単
位
で
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
水
道
料
金
改
定
に
伴
い

１
ヶ
月
単
位
に
変
更
し
ま
す
。
ま
た
、
下
水

道
使
用
料
に
つ
い
て
も
、
最
低
１
カ
月
単
位

の
料
金
計
算
に
変
更
し
ま
す
。

水
道
料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

水
道
料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

令
和
４
年

令
和
４
年
1010
月
使
用
分
か
ら
新
料
金
と
な
り
ま
す

月
使
用
分
か
ら
新
料
金
と
な
り
ま
す

水
道
料
金
改
定
の
経
緯

詳
し
い
情
報
は

料
金
改
定
の
必
要
性

料
金
改
定
の
内
容

改
定
後
の
水
道
料
金

特集
04

水道料金改定までの経緯

改定後（２ヶ月あたりの税抜単価）

計算例（３～４人世帯のモデルケース）

新料金早見表（２ヶ月あたりの税込額） 新料金適用時期

現行（２ヶ月あたりの税抜単価）

県内比較（口径 13㎜で２ヶ月 40㎥使用した場合の税込額）

令和２年 ７月～ 経営状況の把握、分析など

令和３年 ３月
事業経営の基本計画「経営戦略」を
策定

10 月
「水道料金のあり方」について審議
会へ諮問（意見を求める）

11 月～ 諮問内容を審議会で審議

12 月
審議会から「料金改定はやむを得な
い」との答申書を受理

令和４年 ３月 水道料金改定案を議決

10 月 新水道料金適用予定

※改定後は基本水量の廃止により１㎥の使用から基本料金に加え従量料金が発生します
※上記以外の ｢湯屋 ｣、｢消火兼用栓 ｣、｢消火栓 ｣の用途別料金は廃止となります

※美祢市は令和４年４月改定後の料金

口径１３㎜使用で２ヶ月４０㎥使用した場合

２ヶ月間では 528 円、１年間では 3,168 円の負担の増加

（基本料金 2,000 円＋従量料金＠ 126 円×（40 ㎥ - 基本水量 20 ㎥））× 1.1
＝ 4,972 円（税込）

（基本料金 2,000 円＋従量料金＠ 10 円× 20 ㎥＋＠ 140 円× 20 ㎥）× 1.1
＝ 5,500 円（税込）

口径・
用途

基本
水量

基本
料金

従量料金
（1 ㎥あたり）
～ 20 ㎥ 21 ㎥～

13 ㎜

廃止

2,000 

10 
20 ㎜ 3,000 
25 ㎜ 4,500 
30 ㎜ 9,200 
40 ㎜ 10,800 
50 ㎜ 14,200 

140 75 ㎜ 33,000 
100 ㎜ 53,400 
150 ㎜ 160,000 
船舶用 - - 204

口径・
用途

基本
水量

基本
料金

超過料金
（1 ㎥あたり）

13 ㎜

20 ㎥

2,000 

126

20 ㎜ 2,880
25 ㎜ 4,280
30 ㎜ 9,080
40 ㎜ 10,000
50 ㎜ 14,200
75 ㎜ 30,000

100 ㎜ 48,600
150 ㎜ 107,480
船舶用 - - 185

現行

改定後

使用水量
口径１３㎜使用の場合

水道料金 改定後水道 
下水道料金現行 改定後

0 ㎥ 2,200 2,200 5,060 
5 ㎥ 2,200 2,255 5,115 

10 ㎥ 2,200 2,310 5,170 
15 ㎥ 2,200 2,365 5,225 
20 ㎥ 2,200 2,420 5,280 
30 ㎥ 3,586 3,960 8,305 
50 ㎥ 6,358 7,040 14,410 
70 ㎥ 9,130 10,120 20,570 

100 ㎥ 13,288 14,740 29,810 

地区 使用期間
９月 10 月 11 月

偶数月
検針地区
通、仙崎、日置、
油谷地区

奇数月
検針地区
東深川、西深川、
深川湯本、俵山、
三隅地区

現行料金

現行料金

新料金

新料金

10 月検針・請求

11 月検針・請求

12 月検針・請求

１月検針・請求

0

9,504

柳井市 下関市 宇部市 周南市 山口市山陽
小野田市

美祢市
※

長門市
【改定後】

長門市
【現行】

防府市 光市 萩市 岩国市 下松市

6,206 6,182 5,808 5,786 5,731 5,610 5,500 5,082 4,972 4,520 4,466
3,410 3,068

（円）

改定後の料金は県内 13 市の下から６番目
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